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本
書
は
、
現
代
の
哲
学
者
と
の
対
話
を
と
お
し
て
、
持
続
可
能
な

社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
道
筋
を
示
す
試
み
で
あ
る
。「
持
続
可
能

性
の
哲
学
」
と
は
、
環
境
保
護
と
経
済
発
展
と
の
調
和
を
め
ざ
す
社

会
の
持
続
可
能
性
を
保
証
し
う
る
哲
学
で
あ
り
、
自
ら
の
持
続
可
能

性
を
保
証
し
う
る
学
問
研
究
と
し
て
の
哲
学
で
あ
る
。
二
〇
一
一
年

三
月
十
一
日
に
起
こ
っ
た
東
日
本
大
震
災
と
そ
れ
に
続
く
福
島
第
一

原
発
事
故
は
、
持
続
可
能
性
に
か
ん
す
る
従
来
の
考
え
方
を
無
効
と

し
、
あ
ら
ゆ
る
学
問
や
科
学
技
術
の
存
在
意
義
に
疑
問
を
投
げ
か
け

て
い
る
。
そ
の
た
め
著
者
は
、「
3
・
11
以
後
」
の
社
会
に
ふ
さ
わ

し
い
「
持
続
可
能
な
社
会
」
の
あ
り
方
を
提
示
す
べ
く
、「
持
続
可

能
性
の
哲
学
」
の
課
題
と
そ
の
解
決
の
方
向
づ
け
を
試
み
る
の
で
あ

る
。

　

本
書
は
、
持
続
可
能
な
社
会
を
め
ぐ
る
問
題
意
識
に
よ
っ
て
貫
徹

さ
れ
た
十
二
の
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
一
章
は
、
錯
綜
し
た

現
代
社
会
に
生
き
る
他
の
国
民
・
他
の
民
族
・
他
の
文
化
圏
や
、
他

の
価
値
観
を
も
つ
人
間
の
間
で
「
共
有
可
能
な
」
哲
学
的
思
考
の
可
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能
性
を
探
求
す
る
。
第
二
章
は
、
ア
ジ
ア
文
化
を
含
む
文
化
全
体
が

今
日
陥
っ
て
い
る
「
文
化
の
危
機
」
を
克
服
す
る
た
め
の
方
途
を
探

求
す
る
。
第
三
章
は
、
科
学
技
術
と
文
化
の
発
展
の
影
に
「
心
の
ゆ

が
み
と
社
会
の
ひ
ず
み
」
を
洞
察
し
つ
つ
、
心
の
哲
学
と
生
の
抑
圧

に
か
ん
す
る
問
題
の
所
在
を
解
明
す
る
。
第
四
章
は
、「
輝
か
し
さ
」

と
「
悲
惨
さ
」
を
増
す
人
間
社
会
の
現
実
を
踏
ま
え
て
、「
理
性
の

必
要
の
感
情
と
生
の
地
平
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
カ
ン
ト
哲
学
の
今

日
的
意
義
と
役
割
を
照
ら
し
出
す
。
第
五
章
は
、
カ
ン
ト
の
「
世
界

市
民
主
義
」
の
思
想
と
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
理
性
批
判
」
と
の
関

係
を
論
じ
、
二
十
一
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
文
化
圏
で
カ
ン
ト
哲
学
を
研

究
す
る
今
日
的
意
義
を
解
明
す
る
。
第
六
章
は
、
理
性
批
判
が
今
日

直
面
す
る
ア
ポ
リ
ア
を
解
明
し
、
多
元
主
義
的
な
「
公
共
性
」
お
よ

び
「
再
帰
性
」
の
概
念
を
手
が
か
り
に
広
義
の
知
的
批
判
の
可
能
性

を
探
求
す
る
。
第
七
章
は
、「
超
越
論
哲
学
と
解
釈
学
」
と
い
う
テ
ー

マ
を
手
が
か
り
に
、
普
遍
主
義
と
相
対
主
義
と
の
対
立
構
造
を
根
本

的
に
検
討
す
る
。
第
八
章
は
、
学
問
論
と
し
て
の
哲
学
と
人
生
論
と

し
て
の
哲
学
と
の
二
元
論
に
か
か
わ
る
問
題
を
取
り
上
げ
て
、
デ
ィ

ル
タ
イ
が
「
歴
史
的
理
性
批
判
」
と
呼
ん
だ
試
み
と
「
生
の
哲
学
」

と
の
関
係
を
再
検
討
す
る
。
第
九
章
は
、
い
ま
・
こ
こ
に
生
き
る
個

人
と
そ
の
実
存
、
そ
れ
ら
の
歴
史
の
物
語
を
多
元
主
義
的
視
座
の
も

と
で
語
る
た
め
に
、
デ
ィ
ル
タ
イ
と
の
関
連
か
ら
「
実
存
と
歴
史
」

と
の
関
係
を
考
察
す
る
。
第
十
章
は
、
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
が
失
わ
れ
つ
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つ
あ
る
時
代
状
況
を
踏
ま
え
て
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
「
実
在
性
」
概
念

の
今
日
的
射
程
を
照
ら
し
出
す
。
第
十
一
章
は
、
永
遠
平
和
の
実
現

に
不
可
欠
な
正
義
お
よ
び
公
平
性
の
問
題
を
、
税
お
よ
び
財
政
制
度

と
の
関
連
か
ら
考
察
す
る
。
第
十
二
章
は
、
本
書
全
体
の
結
論
を
兼

ね
、
今
後
の
課
題
と
補
足
説
明
を
試
み
て
い
る
。

　

著
者
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
日
本
社
会
は
「
3
・
11
以
後
」、
近

代
以
降
で
最
も
困
難
な
状
況
に
直
面
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
で

「
人
間
ら
し
い
生
活
」
や
「
人
間
に
ふ
さ
わ
し
い
社
会
」
を
実
現
す

る
た
め
の
試
み
と
し
て
、
本
書
は
重
要
な
示
唆
と
提
言
に
満
ち
た
価

値
あ
る
書
物
で
あ
る
。
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